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妹背山女庭訓 道行恋苧環（令和３年初春文楽公演床本より） 

 

 岩戸隠れし神様は、誰と寝ねして常闇
とこやみ

の、夜々毎に通ひてはまた帰るさ

の、道もせ気もせそれも何故恋ゆゑに、やつるゝ所体恥づかしと、面影隠

す薄衣に、包めど香り 橘
たちばな

姫
ひめ

、思はぬ人を思ひ侘び、心のたけを口説けど

も、つれなき松の下紅葉、焦がれて絶へん玉の緒も、殿ゆゑならば捨て草

も暫
しば

しは憩ふ芝村の、釜が口をも出離れて、歩むに 

暗き、くれ竹の、茂れる中をちら／＼／＼と、見へつ隠れつ、帰るさの 

跡を求
もと

馬
め

が慕ひ来て、互ひにはたと行き合ひの、星の光に 

顔と 

顔 

『ヤア恋人か何ゆゑに、こゝまで跡を追ひ鳥は、もしや 塒
ねぐら

の契りをも叶

へてやろとのお心か』と、胸には言へど詞には、面映ゆぶりの袖几帳 

「なるほど切なる志、仇に思はじさりながら、さほど焦がるゝ恋路にて、

昼をば何と鳥羽玉の、夜ばかりなる通ひ路はいと不審なり。名所
などころ

を、聞い

たる上はこなたより、二世の固めは願ふこと、明かさせ給へ」 

とひたすらに 

問はれて実にも恥づかしの、もりてあまれる浮き身の上 
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「語るにつらき葛城
かつらぎ

の峰の白雲あるぞとも、定かならざる賤
しず

の女
め

と、思ふ

て深い疑ひの雲を晴らして、自らが思ひも晴らして給はらば、どんな仰せ

も背くまい。たとへ草葉の露霜と消えても何の厭
いと

やせぬ。これほど思ふに

胴慾な、解けぬお前のお心は、あんまり結ぶの神様を、祈り過ごした咎
とが

め

かや。つれなの君や」 

と恨み侘び 

思ひ乱るゝすゝき蔭、それとお三輪
み わ

は走り寄り、なかを隔てゝ立ち柳 

立ち退く 袂
たもと

 

引き止め 

「エゝ聞えませぬ求馬様。ソリヤ気の多い悪性な。そもや二人が馴
な

れ初め

は、始めて三輪の過ぎし夜に、葉越しの月の面影は、お公家様やら侍様や

ら知れぬなりふりすつきりと、水際の立つ好い男。ほかの女子は禁制
きんぜい

と、

しめて固めし肌と肌。主ある人をば大胆な、断りなしに惚れるとは、どん

な本にもありやせまい。『女庭訓』『躾け方』、よう見やしやんせ、エゝ 嗜
たしな

みなされ女中様」 

「イヤそもじとてたらちねの、許せし仲でもないからは、恋は仕勝ちよ我

が殿御」 

「イゝヤ私が」 
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「イヤわしが」 

と共に縋
すが

りつ、手を取りて 

「〽園に色よく咲く草時は、男女になぞらへ言はば、言はれふものか夕顔

の、梅は武士
もののふ

、桜は公家よ、山吹は傾城。杜 若
かきつばた

は女房よ。色は似たりや

菖蒲
あ や め

は 妾
めかけ

、牡丹
ぼ た ん

は奥方よ、桐はご守殿、姫百合は娘盛りと撫子
なでしこ

の、さあ

なるぞえ／＼なるとならずと奈良坂や 

この手柏の二人の女、睨
にら

めば睨む荻
おぎ

と萩
はぎ

、中にもまるゝ男郎
おとこべ

花
し

。『放ちは

やらじ』と縋り付き、こなたが引けばあなたが止め、恋のしがらみ蔦
つた

かづ

ら、付き纏
まと

はれてくる／＼／＼ 

廻
めぐ

るや三つの小車
おぐるま

の、花より白む横雲の、たなびき渡りあり／＼と、三笠

の山もほど近く、鳴る鐘の音に驚く姫『帰る所は何処
い ず く

ぞ』と、求馬が気転

振り袖の、はしに縫うてふ取り交はす。 

縁の苧環いとしさの、あまりて三輪も悋気
り ん き

の針、男の裾
すそ

に付けるとも、知

らず印の糸筋を、慕ひ慕うて 


